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そ
の
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れ
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、
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微
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の
上
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ま
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る
本
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が
行
わ
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建
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っ
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行
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発
掘
調
査
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、
規
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成
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最
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充
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し
て
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ま
す
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調
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〇
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落
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梨
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落
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落
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落
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、
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落
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が
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ふ
れ
る
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金の尾遺跡と周辺の遺跡

　
く
が
わ

　
て
ん
ぐ

み
た
け
だ

　
さ
わ
が
よ
う
あ
と

　
上
図
は
金
の
尾
遺
跡
の
周
辺
地
図

で
す
。
周
辺
は
金
の
尾
遺
跡
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し

て
、
古
墳
時
代
の
管
玉
の
未
製
品
が

出
土
し
た
御
岳
田
遺
跡
、
平
安
時
代

の
銅
で
造
ら
れ
た
小
さ
な
仏
像
が
出

土
し
た
松
ノ
尾
遺
跡
、
奈
良
時
代
の

瓦
や
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
跡
の
天
狗

沢
瓦
窯
跡
な
ど
、
金
の
尾
遺
跡
に
も

匹
敵
す
る
著
名
な
遺
跡
が
存
在
し
ま

す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
ど
の
よ
う

な
場
所
に
立
地
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
遺
跡
が
ひ
ろ
が
る
甲
斐
市
大
下

条

・
中
下
条

・
島
上
条
地
区
は
、
荒

川
や
貢
川
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
扇
状

地
で
す
。
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
い
の

で
す
が
、
こ
の
扇
状
地
上
に
は
東
と
西

に
二
本
の
わ
ず
か
な
起
伏

（
微
高
地
）

が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
微
高
地
上
に
は
、

先
ほ
ど
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺

跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
金
の
尾
遺
跡

は
そ
の
う
ち
西
側
の
微
高
地
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
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た
。
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調
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で
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央
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落
、
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道
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ら
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側
が
墓
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る
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し
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。
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、
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落
を
囲

む
よ
う
に
掘
ら
れ
た
溝
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集
落
が
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、
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跡
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よ
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、
集
落
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と
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。
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が
あ
ふ
れ
る
地

金の尾遺跡と周辺の遺跡

　
く
が
わ

　
て
ん
ぐ

み
た
け
だ

　
さ
わ
が
よ
う
あ
と

　
上
図
は
金
の
尾
遺
跡
の
周
辺
地
図

で
す
。
周
辺
は
金
の
尾
遺
跡
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し

て
、
古
墳
時
代
の
管
玉
の
未
製
品
が

出
土
し
た
御
岳
田
遺
跡
、
平
安
時
代

の
銅
で
造
ら
れ
た
小
さ
な
仏
像
が
出

土
し
た
松
ノ
尾
遺
跡
、
奈
良
時
代
の

瓦
や
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
跡
の
天
狗

沢
瓦
窯
跡
な
ど
、
金
の
尾
遺
跡
に
も

匹
敵
す
る
著
名
な
遺
跡
が
存
在
し
ま

す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
ど
の
よ
う

な
場
所
に
立
地
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
遺
跡
が
ひ
ろ
が
る
甲
斐
市
大
下

条

・
中
下
条

・
島
上
条
地
区
は
、
荒

川
や
貢
川
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
扇
状

地
で
す
。
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
い
の

で
す
が
、
こ
の
扇
状
地
上
に
は
東
と
西

に
二
本
の
わ
ず
か
な
起
伏

（
微
高
地
）

が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
微
高
地
上
に
は
、

先
ほ
ど
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺

跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
金
の
尾
遺
跡

は
そ
の
う
ち
西
側
の
微
高
地
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
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これが金の尾ムラだ！
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これが金の尾ムラだ！

（４世紀末～５世紀初頭）

縄文時代（前期末～中期） ９ 軒

弥生時代後期 ３３ 軒

弥生時代末葉 １ 軒

古墳時代初頭（３世紀後半） １ 軒

古墳時代前期 ２ 軒

古墳時代中期（５世紀中ごろ） １ 軒

古墳時代後期（６世紀後半） ２ 軒

平安時代中期（９世紀後半） ６ 軒

平安時代中期（10世紀前半） １３ 軒

時期不明（平安か） ３ 軒

合　　　計 ７１ 軒

これまでの調査で見つかった住居跡（時期別）

集
落
を
探
る

‐ ４ ‐

第１次調査で確認された集落跡

集落の西と南には貢川が流れている （第１次調査）

大きく掘り込んである部分が住居跡。 写真奥に見えるコンクリートは中央道の橋脚部分。

　
金
の
尾
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
の
発
見
以
来
、
九
回
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
金
の
尾
遺
跡
に
住
ん
で
い

た
人
々
の
家
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
人
々
が
住
ん
で
い
た
家
（
住
居
）
の
跡

が
、
合
計
七
十
一
軒
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
時
期
別
の
内
訳
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
の
数

が
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
一
目
で
わ
か

り
ま
す
。
続
い
て
、
平
安
時
代
中
期
が

続
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
金

の
尾
遺
跡
は
弥
生

・
平
安
の
各
時
期

に
集
落
と
し
て
の
機
能
が
集
中
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡

や
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
断
続
的
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
に
繰
り
返
し

人
々
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
時
代
や
人
が
変
わ
っ
て
も
、
住
み
や

す
い
土
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

集
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る
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これまでの調査で見つかった住居跡（時期別）

集
落
を
探
る

‐ ４ ‐

第１次調査で確認された集落跡

集落の西と南には貢川が流れている （第１次調査）

大きく掘り込んである部分が住居跡。 写真奥に見えるコンクリートは中央道の橋脚部分。

　
金
の
尾
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
の
発
見
以
来
、
九
回
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
金
の
尾
遺
跡
に
住
ん
で
い

た
人
々
の
家
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
人
々
が
住
ん
で
い
た
家
（
住
居
）
の
跡

が
、
合
計
七
十
一
軒
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
時
期
別
の
内
訳
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
の
数

が
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
一
目
で
わ
か

り
ま
す
。
続
い
て
、
平
安
時
代
中
期
が

続
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
金

の
尾
遺
跡
は
弥
生

・
平
安
の
各
時
期

に
集
落
と
し
て
の
機
能
が
集
中
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡

や
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
断
続
的
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
に
繰
り
返
し

人
々
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
時
代
や
人
が
変
わ
っ
て
も
、
住
み
や

す
い
土
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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33 号住居跡 （第１次調査） 14 号住居跡 （第１次調査）

お
宅
拝
見

弥
生
時
代
のもともとの住居は長軸が約 4.5ｍでしたが、 拡張後の長軸は約 7.5ｍと大きくなっています。

家族が増えて手狭になり、 家を大きくしたのでしょうか。

29 号住居跡 （第１次調査）

16 号住居跡 （第１次調査）

このお宅は火事で焼けたお宅です。 床には焼けた木材や炭化した米粒が残っていました。 調査の結果、 不慮の火災によっ

て燃えてしまった家ではなく、 儀礼的な行事を経て 「家に火を放った」 と考えられています。

隅が丸く、 やや胴が張った長方形の家です。 柱穴のほか

炉 ・出入口のはしご穴 （写真右手） などが確認できます。

隅が丸い一辺約 4.5ｍの方形の家です。 ４つの柱穴のあと

が、 床面にきれいに残っています。

‐ ５ ‐
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が、 床面にきれいに残っています。

炭化材の出土状況 炭化材を除去したあと

‐ ５ ‐

時期

形

方形 ２５ ３ ２８

円形 ２ ０ ２

合計 ２７ ３ ３０

合計

これまでの調査で見つかった周溝墓（時期別）

弥生時代
後期

古墳時代
前期

墓
地
を
探
る

‐ ６ ‐

　
し
ゅ
う
こ
う
ぼ

周溝墓群 （第４次調査）

周
溝
墓
っ
て
？

一
之
瀬  

敬
一
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館 

学
芸
員
）

５号周溝墓 （第４次調査）お墓の周りの溝 （周溝） の調査風景

（第４次調査）

　
ひ
と
こ
と
で
言
う
な
ら
ば
、
溝
で
区

画
さ
れ
た
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
の
お
墓
で
す
。
溝
の
形
に
よ
っ

て
「
方
形
周
溝
墓
」
や
「
円
形
周
溝
墓
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
お
墓
は
、
弥
生

時
代
前
期
に
は
近
畿

・
東
海
地
方
な

ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弥
生
時

代
中
期
ご
ろ
に
は
南
関
東
ま
で
広
が

り
ま
す
。
溝
を
掘
っ
て
区
画
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
単
純
な
埋
葬
よ
り
手
が
込

ん
だ
埋
葬
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

溝で区画されている部分がお墓。 遺骸を埋葬したであろう部分は、 後世にけずられてなくなっています。

周溝墓ごとに大きさが違うことがよくわかる写真です。

一辺が約２０ｍの大型周講墓です。

墓
地
を
探
る
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溝で区画されている部分がお墓。 遺骸を埋葬したであろう部分は、 後世にけずられてなくなっています。

周溝墓ごとに大きさが違うことがよくわかる写真です。
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33 号住居跡 （第１次調査） 14 号住居跡 （第１次調査）

お
宅
拝
見

弥
生
時
代
のもともとの住居は長軸が約 4.5ｍでしたが、 拡張後の長軸は約 7.5ｍと大きくなっています。

家族が増えて手狭になり、 家を大きくしたのでしょうか。

29 号住居跡 （第１次調査）

16 号住居跡 （第１次調査）

このお宅は火事で焼けたお宅です。 床には焼けた木材や炭化した米粒が残っていました。 調査の結果、 不慮の火災によっ

て燃えてしまった家ではなく、 儀礼的な行事を経て 「家に火を放った」 と考えられています。

隅が丸く、 やや胴が張った長方形の家です。 柱穴のほか

炉 ・出入口のはしご穴 （写真右手） などが確認できます。

隅が丸い一辺約 4.5ｍの方形の家です。 ４つの柱穴のあと

が、 床面にきれいに残っています。

‐ ５ ‐
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之
瀬  

敬
一
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館 

学
芸
員
）

５号周溝墓 （第４次調査）お墓の周りの溝 （周溝） の調査風景

（第４次調査）

　
ひ
と
こ
と
で
言
う
な
ら
ば
、
溝
で
区

画
さ
れ
た
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
の
お
墓
で
す
。
溝
の
形
に
よ
っ

て
「
方
形
周
溝
墓
」
や
「
円
形
周
溝
墓
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
お
墓
は
、
弥
生

時
代
前
期
に
は
近
畿

・
東
海
地
方
な

ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弥
生
時

代
中
期
ご
ろ
に
は
南
関
東
ま
で
広
が

り
ま
す
。
溝
を
掘
っ
て
区
画
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
単
純
な
埋
葬
よ
り
手
が
込

ん
だ
埋
葬
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

溝で区画されている部分がお墓。 遺骸を埋葬したであろう部分は、 後世にけずられてなくなっています。

周溝墓ごとに大きさが違うことがよくわかる写真です。

一辺が約２０ｍの大型周講墓です。
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周
溝
墓

‐ ７ ‐

金
の
尾
遺
跡
の

12 号周溝墓

（第１次調査）

10 号周溝墓

（第１次調査）

第１次調査で発見された周溝墓群

一
之
瀬  

敬
一
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館 

学
芸
員
）

　
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
を
読
み
解
く

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
①
広
域
交
流
の
最
前

線
で
あ
る
こ
と
、
②
集
団
の
統
合
が
み

ら
れ
る
こ
と
、
③
墓
制
の
転
換
に
み
え

る
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開
、
こ

の
３
つ
で
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
列
島
各
地
の
人
々
が

こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
頻
度
で
動
き
回
る

よ
う
に
な
り
、
古
墳
時
代
に
向
け
て
広

域
交
流
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
金

の
尾
遺
跡
は
中
部
山
岳
に
お
け
る
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ

ま
で
山
梨
県
内
は
、
静
岡
県
域
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
人
と
長
野
県
域
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
人
の
２
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
↘

↙
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
で
は
こ
れ
ら

２
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
っ
て
墓
地
を
形

成
し
て
お
り
、
集
団
が
統
合
し
て
行
く

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
　

　
ま
た
、
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
は
甲

府
盆
地
の
中
で
は
最
古
の
も
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
墓
制
か
ら
新
し
い
周
溝
墓

へ
の
変
化
は
、
背
景
に
当
時
の
人
々
の

社
会
構
造
や
精
神
面
な
ど
様
々
な
部
分

で
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝

墓
は
、
山
梨
県
だ
け
で
な
く
東
日
本
全

体
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
転

換
を
見
つ
め
る
う
え
で
の
手
が
か
り
を
提

供
し
て
く
れ
る
重
要
な
も
の
な
の
で
す
。

方形に区画されたもの、 円形に区画されたものがはっきりとわかります。
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要
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第１次調査で発見された周溝墓群

　
壺

（
つ
ぼ
）
の
棺

（
ひ
つ
ぎ
）
で
、

「
壺
棺

（
つ
ぼ
か
ん
）
」
と
読
み
ま
す
。

平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
行
わ
れ

た
五
回
目
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

土
器
で
す
。
置
い
た
時
に
安
定
す
る

よ
う
に
、
壺
棺
の
下
に
は
小
石
が
敷

き
つ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
壺
棺
は
壺
と
フ
タ
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
フ
タ
は
専
用
に
作
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
別
の
土
器
の
底
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壺
も
フ
タ
が

う
ま
く
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
上
部
を
欠
い

て
い
ま
す
。

　
フ
タ
を
あ
け
る
と
、
底
に
は
土
が
堆

積
し
て
お
り
、
肉
眼
観
察
で
小
さ
な

骨
の
か
け
ら
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
の
科
学
分

析
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
動
物
遺

体
が
納
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
壺
棺
の
大
き
さ
か
ら
、
大
人
の
遺

骸
を
そ
の
ま
ま
納
棺
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
乳
幼
児
を
葬
っ
た
も
の
、
ま

た
は
大
人
の
遺
骸
を
一
度
土
中
に
埋

め
て
骨
だ
け
に
し
、
そ
れ
を
改
め
て
壺

棺
に
納
め
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

壺
棺

‐ ８ ‐

第５次調査で出土した壺棺

甲
斐
市
指
定
文
化
財

つ
ぼ
　
か
ん

◄壺の底には、 土が
約７㎝の厚さで堆積
していました

フタをあけると…

発掘調査時の様子
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は
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め
、
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幼
児
を
葬
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の
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た
は
大
人
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遺
骸
を
一
度
土
中
に
埋
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だ
け
に
し
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れ
を
改
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て
壺
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つ
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か
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約７㎝の厚さで堆積
していました

フタをあけると…

発掘調査時の様子



周
溝
墓

‐ ７ ‐

金
の
尾
遺
跡
の

12 号周溝墓

（第１次調査）

10 号周溝墓

（第１次調査）

第１次調査で発見された周溝墓群

一
之
瀬  

敬
一
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館 

学
芸
員
）

　
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
を
読
み
解
く

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
①
広
域
交
流
の
最
前

線
で
あ
る
こ
と
、
②
集
団
の
統
合
が
み

ら
れ
る
こ
と
、
③
墓
制
の
転
換
に
み
え

る
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開
、
こ

の
３
つ
で
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
列
島
各
地
の
人
々
が

こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
頻
度
で
動
き
回
る

よ
う
に
な
り
、
古
墳
時
代
に
向
け
て
広

域
交
流
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
金

の
尾
遺
跡
は
中
部
山
岳
に
お
け
る
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ

ま
で
山
梨
県
内
は
、
静
岡
県
域
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
人
と
長
野
県
域
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
人
の
２
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
↘

↙
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
で
は
こ
れ
ら

２
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
っ
て
墓
地
を
形

成
し
て
お
り
、
集
団
が
統
合
し
て
行
く

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
　

　
ま
た
、
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝
墓
は
甲

府
盆
地
の
中
で
は
最
古
の
も
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
墓
制
か
ら
新
し
い
周
溝
墓

へ
の
変
化
は
、
背
景
に
当
時
の
人
々
の

社
会
構
造
や
精
神
面
な
ど
様
々
な
部
分

で
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
金
の
尾
遺
跡
の
周
溝

墓
は
、
山
梨
県
だ
け
で
な
く
東
日
本
全

体
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
転

換
を
見
つ
め
る
う
え
で
の
手
が
か
り
を
提

供
し
て
く
れ
る
重
要
な
も
の
な
の
で
す
。

方形に区画されたもの、 円形に区画されたものがはっきりとわかります。
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本
全
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提
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重
要
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す
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第１次調査で発見された周溝墓群

　
壺

（
つ
ぼ
）
の
棺

（
ひ
つ
ぎ
）
で
、

「
壺
棺

（
つ
ぼ
か
ん
）
」
と
読
み
ま
す
。

平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
行
わ
れ

た
五
回
目
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

土
器
で
す
。
置
い
た
時
に
安
定
す
る

よ
う
に
、
壺
棺
の
下
に
は
小
石
が
敷

き
つ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
壺
棺
は
壺
と
フ
タ
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
フ
タ
は
専
用
に
作
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
別
の
土
器
の
底
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壺
も
フ
タ
が

う
ま
く
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
上
部
を
欠
い

て
い
ま
す
。

　
フ
タ
を
あ
け
る
と
、
底
に
は
土
が
堆

積
し
て
お
り
、
肉
眼
観
察
で
小
さ
な

骨
の
か
け
ら
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
の
科
学
分

析
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
動
物
遺

体
が
納
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
壺
棺
の
大
き
さ
か
ら
、
大
人
の
遺

骸
を
そ
の
ま
ま
納
棺
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
乳
幼
児
を
葬
っ
た
も
の
、
ま

た
は
大
人
の
遺
骸
を
一
度
土
中
に
埋

め
て
骨
だ
け
に
し
、
そ
れ
を
改
め
て
壺

棺
に
納
め
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

壺
棺

‐ ８ ‐

第５次調査で出土した壺棺

甲
斐
市
指
定
文
化
財

つ
ぼ
　
か
ん

◄壺の底には、 土が
約７㎝の厚さで堆積
していました

フタをあけると…
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金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

　
金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

　
金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

撮影：小川　忠博

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）



　
金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

　
金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

　
金
の
尾
遺
跡
に
は
、
二
つ
の
特
徴
的
な
溝

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
中
央
道
部
分
を
調
査

し
た
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
溝
で
す
。

こ
の
溝
は
、
第
一
次
調
査
で
は
集
落
を
分
け

る
溝
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

で
、
こ
の
溝
の
続
き
が
確
認
さ
れ
る
と
新
た

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
の
北
側

で
は
周
溝
墓
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居

跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
「
集
落
と
墓
域
を
分
け
る
溝
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
集
落
の
西
側
に
あ
る
長
く
大

き
な
溝
で
す
。
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

長
さ
は
約
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
約

二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
溝
の
最
も
深
い
部
分
は

約
一

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
っ
て
溝
の
上
層
部
が
け
ず
ら

れ
て
し
ま
い
、
浅
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
溝
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
深

さ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
一

・
五
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
で
は

「
環
濠
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
水
路

で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
は
た
し
て…

。

溝
の
ナ
ゾ

第６次調査で確認された大きな溝
集落を囲む 「環濠 （かんごう）」 なのか、 それとも水路なのか。

溝底からは弥生土器のかけらが出土しました。 写

真の土器は溝の上層から出土した古墳時代初頭

の土器です。

集落と墓域を分ける溝 （第１次調査）

第６次調査で確認された溝の断面

‐ ９ ‐

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）

金
の
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

‐ 10 ‐

金の尾遺跡出土　弥生土器

山梨県内最古のガラス玉

長野県北部地域の影響を
受けた土器

◀

口縁 （こうえん）

部に施された波状

の文様が、 この土

器の特徴の一つで

す （櫛描波状文）。

静岡県域の影響を
受けた土器

◀

イチジクのような、 しもぶくれした

胴部が特徴です。

長野 ・静岡二つの地域の
特徴が混ざった土器

◀

口縁 （こうえん） 部を

クルッと折り返してあり

ます。

櫛描文 （くしがきもん）

が施されています。

金の尾　穴あき土器３兄弟

撮影：小川　忠博

数々の優品を ごらんあれ！

石の矢じり （磨製石鏃）



縄 

文 

時 

代

‐ 11 ‐

最
初
の
金
の
尾
ム
ラ

その他の時代の調査成果

13 号住居跡 （第１次調査）
中央の石囲いは煮炊きを行った 「炉 （ろ）」、 周りの穴は柱穴です。 弥生時代の住居跡と比べ

ると、 柱穴が大きいことがわかります。

53 号土坑 （第１次調査）
穴の底から石棒、 石皿が出土している。 いったい

どのような意味をこめてうめたのでしょうか。

出土土器
今から約 4500 年前 （縄文時代中期） の土器。 左から

第７次 ・第４次 ・第８次調査で出土した土器。

弥生時代以外も

　充実しています！

黒曜石でつくられた矢じり （石鏃）

　
　
拡
大
す
る
と
、
黒
曜
石
が
ガ
ラ

ス
質
の
石
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

▶

縄 

文 

時 

代

‐ 11 ‐

最
初
の
金
の
尾
ム
ラ

その他の時代の調査成果

13 号住居跡 （第１次調査）
中央の石囲いは煮炊きを行った 「炉 （ろ）」、 周りの穴は柱穴です。 弥生時代の住居跡と比べ

ると、 柱穴が大きいことがわかります。

53 号土坑 （第１次調査）
穴の底から石棒、 石皿が出土している。 いったい

どのような意味をこめてうめたのでしょうか。

出土土器
今から約 4500 年前 （縄文時代中期） の土器。 左から

第７次 ・第４次 ・第８次調査で出土した土器。

弥生時代以外も

　充実しています！

黒曜石でつくられた矢じり （石鏃）

　
　
拡
大
す
る
と
、
黒
曜
石
が
ガ
ラ

ス
質
の
石
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

▶

縄 

文 

時 

代

‐ 11 ‐

最
初
の
金
の
尾
ム
ラ

その他の時代の調査成果

13 号住居跡 （第１次調査）
中央の石囲いは煮炊きを行った 「炉 （ろ）」、 周りの穴は柱穴です。 弥生時代の住居跡と比べ

ると、 柱穴が大きいことがわかります。

53 号土坑 （第１次調査）
穴の底から石棒、 石皿が出土している。 いったい

どのような意味をこめてうめたのでしょうか。

出土土器
今から約 4500 年前 （縄文時代中期） の土器。 左から

第７次 ・第４次 ・第８次調査で出土した土器。

弥生時代以外も

　充実しています！

黒曜石でつくられた矢じり （石鏃）

　
　
拡
大
す
る
と
、
黒
曜
石
が
ガ
ラ

ス
質
の
石
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

▶

‐ 12 ‐

火事で焼けた住居 （第４次調査　１号住居跡）

古 

墳 

時 

代

急
に
閑
散
と
し
た

一辺が約 5.5 メートルの住居跡です。 家の柱に使われていたであろう木材が炭になって、 床一面

にひろがっていました。 火事のあと片付けをしなかったのか、 意図的にそのままにしていたのか…。

古墳時代の金の尾ムラに
住んでいた人々は少ない
ですが、 住居跡や溝から
は、 豊富な遺物が出土し
ています。

火事で焼けた住居から出土した土器と炭土坑 （穴） に土器が埋まっていた状況

（第４次調査　15 号土坑 ） （第４次調査　１号住居跡 ）

溝から出土した土器
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平安時代の住居跡にあるカマド

中
世

平
安
時
代

再
び
人
口
が
増
え
た

番
外

カマドのまわりには、 平安時代の土器である 「土師器 （はじき）」 が無造作に転がっています。

平安時代の住居跡 （第８次調査）
住居の奥壁やや右側にカマドがあります。

これらは平安時代の土器で
す。 大きさや用途によって、
坏 （つき） や皿などに分け
られます。 中には墨や線で
文字などが書かれた土器も
あります。

調査をしていると、 右の写真のようなお墓を発見す
ることがあります。 この方は頭を西に向け、 膝を曲
げた状態で眠っていました。 棺はなく、 地面に直接
埋葬されています。
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い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
金
の
尾
遺
跡
は
、
弥
生

時
代
の
集
落
を
探
る
上
で
重
要
な
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
山
梨
県
の
弥
生
時
代
研
究
が

進
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
け
っ
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
新
た
な
事
実
が
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
弥
生
時
代
と
い
え
ば
弥
生
土
器
の
ほ
か

に
、
も
う
一
つ

（
教
科
書
的
に
）
重
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は

「
稲
作
」
で
す
。
金
の
尾
遺
跡
で
は
、

住
居
跡
か
ら
炭
化
し
た
お
米
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

肝
心
の
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
人
々

は
水
田
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も

後
世
の
開
発
や
災
害
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か

け
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
・

ご
理
解
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‐ 14 ‐

ま
と
め

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
金
の
尾
遺
跡
は
、
弥
生

時
代
の
集
落
を
探
る
上
で
重
要
な
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
山
梨
県
の
弥
生
時
代
研
究
が

進
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
け
っ
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
新
た
な
事
実
が
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
弥
生
時
代
と
い
え
ば
弥
生
土
器
の
ほ
か

に
、
も
う
一
つ

（
教
科
書
的
に
）
重
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は

「
稲
作
」
で
す
。
金
の
尾
遺
跡
で
は
、

住
居
跡
か
ら
炭
化
し
た
お
米
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

肝
心
の
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
人
々

は
水
田
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も

後
世
の
開
発
や
災
害
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か

け
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
・

ご
理
解
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‐ 14 ‐

ま
と
め

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
金
の
尾
遺
跡
は
、
弥
生

時
代
の
集
落
を
探
る
上
で
重
要
な
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
山
梨
県
の
弥
生
時
代
研
究
が

進
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
け
っ
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
新
た
な
事
実
が
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
弥
生
時
代
と
い
え
ば
弥
生
土
器
の
ほ
か

に
、
も
う
一
つ

（
教
科
書
的
に
）
重
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は

「
稲
作
」
で
す
。
金
の
尾
遺
跡
で
は
、

住
居
跡
か
ら
炭
化
し
た
お
米
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

肝
心
の
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
人
々

は
水
田
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も

後
世
の
開
発
や
災
害
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か

け
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
・

ご
理
解
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
様
に
、
心
よ
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感
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遺
跡
の
記
憶
は次

代
へ…



‐ 13 ‐

平安時代の住居跡にあるカマド

中
世

平
安
時
代

再
び
人
口
が
増
え
た

番
外

カマドのまわりには、 平安時代の土器である 「土師器 （はじき）」 が無造作に転がっています。

平安時代の住居跡 （第８次調査）
住居の奥壁やや右側にカマドがあります。

これらは平安時代の土器で
す。 大きさや用途によって、
坏 （つき） や皿などに分け
られます。 中には墨や線で
文字などが書かれた土器も
あります。

調査をしていると、 右の写真のようなお墓を発見す
ることがあります。 この方は頭を西に向け、 膝を曲
げた状態で眠っていました。 棺はなく、 地面に直接
埋葬されています。
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い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
金
の
尾
遺
跡
は
、
弥
生

時
代
の
集
落
を
探
る
上
で
重
要
な
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
山
梨
県
の
弥
生
時
代
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が

進
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だ
と
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て
も
、
け
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で
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せ
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。

今
後
も
新
た
な
事
実
が
、
少
し
ず
つ
時
間
を
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。
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。
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は
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は
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っ
て
い
ま
す
が
、

肝
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の
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
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は
水
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作
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で
し
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。
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